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令和３年度 県政運営評価戦略会議（第５回）

１ 日 時 令和４年３月１８日（金）午後１時３０分から午後２時１５分まで

２ 会 場 徳島県庁１０階 大会議室

３ 出席者 委員 県

阿部 頼孝 （敬称略。以下同じ。） 藪下 武史 監察局長

石田 和之 小林 敬治 監察局次長

伊庭 佳代 福岡 克己 総合政策課長

植田 美恵子 河原 英治 とくしまぐらし応援課長

加藤 研二 ほか

近藤 明子

坂本 真理子

田村 耕一

鳴滝 貴美子

南波 浩史

久岡 佳代

藤原 学

桝本 久実

三木 潤子

（会議次第）

１ 開 会

２ 議 事

（１）徳島県総合計画審議会への提言書（令和３年度）に対する回答について

（「『未知への挑戦』とくしま行動計画」への反映状況等）

（２）地方創生“挙県一致”協議会への提言書（令和３年度）に対する回答について

（「ｖｓ東京『とくしま回帰』総合戦略」への反映状況等）

（３）令和４年度の県政運営評価戦略会議の運営について

３ 閉 会

（会議概要）

１ 開会

２ 徳島県総合計画審議会への提言書（令和３年度）に対する回答について（資料１）

３ 地方創生“挙県一致”協議会への提言書（令和３年度）に対する回答について

（資料２）

４ 令和４年度の県政運営評価戦略会議の運営について（資料３）

５ 閉会
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■開会

（事務局）

本日，この会議の司会を務めさせていただきます，監察局次長の小林でございます。

よろしくお願いいたします。

本日の会議について，委員１４名,全員の方に御出席いただいております。

委員の半数以上の出席がありましたので，要綱第５条第２項に基づき，会議が有効に成

立しましたことを御報告いたします。

また，本会議については，新型コロナウイルス感染症対策として，対面とウェブ会議を

活用したハイブリッドでの会議とさせていただいております。委員の皆様方の御理解と御

協力の程よろしくお願いいたします。

それでは，ただ今から，令和３年度第５回県政運営評価戦略会議を開会いたします。

議事に先立ちまして，藪下監察局長から，御挨拶申し上げます。

（監察局長）

監察局長の藪下でございます。

本日は，石田会長をはじめ，委員の皆様方におかれましては，大変お忙しい中，御出席

いただき，誠にありがとうございます。

また，前回の会議で御承認いただきました提言書につきましては，無事，関係会議に提

出することができました。

重ねて，心よりお礼申し上げます。

さて，本日の議事でございますが，まずは，今，申し上げました,今年度の提言書に対

する回答を，関係課から説明していただきます。

そのあとに，次年度の県政運営評価戦略会議の運営案について，皆様の御意見を頂けれ

ばと存じます。

それでは，本日も，よろしくお願い申し上げます。

■議事

（事務局）

それでは，以降の議事の進行につきましては，石田会長にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

（会長）

それでは，早速，議事に入らせていただきます。

皆様，議事進行に御協力のほど，よろしくお願いします。

最初に，議事（１）「徳島県総合計画審議会への提言書に対する回答について」,次に，

議事（２）「地方創生“挙県一致”協議会への提言書に対する回答について」でござい

ます。

昨年夏の評価会議の結果をまとめた提言書につきましては，秋の会議で皆様に御承認

いただき，１１月８日にそれぞれの会議に提出いたしましたが，これに対する回答を，今

回，御説明いただきます。

まずは，徳島県総合計画審議会の事務局である総合政策課から，説明をお願いいたしま

す。



3

（総合政策課）

資料１の説明

（会長）

ありがとうございました。ただ今の御説明に関して，御質問等はございますか。

はい，Ａ委員お願いします。

（Ａ委員）

目安箱についてですが,目安箱の場合は,一方通行,県民の皆様が目安箱に投稿をされて,

今日お答えしていただいたものを投稿された方が読み取るという,そういう形式だと思う

のです。県と投稿された方とでやりとりをするというふうには,なっていないのではない

かと思うのですが,そういう前提に立って申し上げると,目安箱の番号２の関係で,現在,起

業したいという方への対応を県としてもいろいろされていると思うのですが,ここの「対

応内容（今後の方針等）」のところに書かれているのは,県としては,徳島県健康科学総合

センターの貸室料の優遇制度を設けて,そこで対応していますから,そこを活用してくださ

いとおっしゃっているのですが,多分,この目安箱に投稿された方は,そういう施策を知っ

ていると思うのですね。

その上で,徳島市内でも空き店舗や空き事務所が見受けられるということで,ここの活用

をどうすればいいのかという提案をされているのだと思います。

したがって,特に目安箱の方につきましては,県とやりとりをして,ここに出てきている

ということではない,そういう前提と私は思っておりますので,目安箱については,できる

だけ投稿された方の本意を組んで,ただ県が今やっている施策をお答えするということで

はなく,もう少し踏み込んで回答をされたらどうかと感じました。したがって,ここのとこ

ろも,空き店舗がたくさんあるという実態の中で,それをどう活用したいのかというところ

が真意だと思いますし,コロナ禍でいろいろ考えて,投稿者の方も非常に苦しい中で起業し

ようという姿勢が見受けられますので,その気持ちにお答えできるような回答といますか,

対応をされてはどうかと感じましたので,その点について申し上げたいと思います。

（会長）

ただ今,御意見がありましたので,今後の回答といいますか,今後の対応の仕方として,皆

様方にもう少し御配慮いただけたらと思います。

ほかにいかがでしょうか。

よろしいでしょうか。

それでは，続きまして，地方創生“挙県一致”協議会の事務局である,とくしまぐらし

応援課から，説明をお願いいたします。

（とくしまぐらし応援課）

資料２の説明

（会長）

ありがとうございました。

ただ今の御説明に関して，御質問等はございますか。

よろしいでしょうか。
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それでは，続きまして，議事（３）「令和４年度の県政運営評価戦略会議について」で

ございます。

まず，資料３「令和４年度県政運営評価戦略会議について（案）」に関して，事務局か

ら説明をお願いします。

（事務局）

資料３の説明

（会長）

ありがとうございました。

ただ今説明のありました「令和４年度県政運営評価戦略会議の運営（案）」について御

意見，御質問等がありましたらお願いいたします。

スケジュールなどは今年度と特に変わるところはありませんが,評価方法としまして,先

ほどの説明にもありましたように,新規ということで,ＤＸ・ＧＸの視点による評価という

ことが新たに追加されている,ということになります。

このような方向で来年度も進めていくということでよろしいでしょうか。

特に御異議はないようですので，それでは，次年度の当会議は，この案に沿って運営す

るということで決定したいと思います。

このほかの細部につきましては，私に御一任いただき，事務局と随時相談して進めてい

きたいと思いますが，よろしいでしょうか。

また，次年度の会議や視察の日程等についても，随時，事務局と相談し，皆様の御都合

等も伺いながら決めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

■閉会

（会長）

以上で，本日の議事は全て終了いたしました。

それでは，最後に，事務局から事務連絡をお願いします。

（事務局）

本日の会議録については，事務局で取りまとめまして，石田会長に御確認いただいた上

で，県ホームページ等で公表させていただきたいと考えておりますので，よろしくお願い

いたします。

（会長）

以上をもちまして，本日の議事を終わらせていただきます。

委員の皆様，また，総合政策課，とくしまぐらし応援課の皆様も，本日の最終回に至る

まで，１年間大変お世話になりました。

ありがとうございました。来年度も引き続きよろしくお願いします。

それでは，マイクを事務局にお返しします。

（事務局）

石田会長，ありがとうございました。

それでは，最後に，藪下監察局長から御挨拶を申し上げます。
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（監察局長）

石田会長をはじめ，委員の皆様方におかれましては，今年度，本日を含め，５回にわた

る会議で県政各般にわたる有意義な御提言を数多く賜りまして，心からお礼を申し上げま

す。

来年度は，「次期行動計画」の策定作業を進める，大変重要な年でございます。

委員の皆様方から頂く，御意見・御提言につきましては，今後の県政運営にしっかりと

反映していけるよう，監察局といたしましても，各部局に十分働きかけていきたいと考え

ておりますので，よろしくお願いいたします。

改めまして，１年間ありがとうございました。

（事務局）

それでは，これをもちまして，本年度最後の県政運営評価戦略会議を閉会させていただ

きます。

今年度の戦略会議は，今回が最終でございます。次回の会議は次年度，「夏の評価会議

の１回目」となります。

会議の日程等につきましては，追って御案内させていただきますので，よろしくお願い

いたします。

本日は誠にありがとうございました。


